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                                Abstract 
   In this paper, with a computer simulation of space travel in the Solar System, the authors 
discuss a Mars travel schedule which is described as a series of rocket engine control. The model is 
defined as a series of works or events for space travel. The purpose of this work is to formulate 
a mathematical model of effective semiautomatic controls of rocket engine.
1.は じめに






































































宇宙旅行成功 の可能性 は、 局所 的 な可能 性分 布
p(i,t,f(t))を 設け(iは スケジュール第i番 目の制御




























可 能性 分布 を示 す の メ ンバ ー シ ップ 関 数 は、
{i,t,f(t)}を 台集合として、これによって決まる特殊解
が火星旅行のためのサブゴール(周 回軌道や火星接近な
ど)を 満たす可能性を値 とす る関数である。現段階では、
様々な思考錯誤の結果を表形式で記録す る方法を考えて

















火星旅行 シミュレーションを取 りあえずはデモンス トレー
ション用に完成 している。諸変量の特性を数値解析で明
らかにして、 これを宇宙旅行成功の可能性分布関数に結
びつけることが、 これからの課題である。
科学技術の進歩で、高度な制御を簡潔に表現する語彙
が多 くなった。本研究の目的の中には、こうした科学技
術 と言葉のギャップをファジィ理論で埋め られるとの期
待 もある。
